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２輪最高峰のロードレースＭｏｔｏＧＰで使われるタイヤと
全く同じ2コンパウンド・テクノロジーと製造技術を採用

■　１００％ＭｏｔｏＧＰ用素材
　「Power Race」には、サーキット専用に開発されたC-RAO（レース最適化コンパウンド）と呼ばれるコンパウ
　　ンド製法が採用されています。これは２００４年シーズンのＭｏｔｏＧＰタイヤに使われたものとまったく
　　同じ素材です。

■　ＭｏｔｏＧＰタイヤと同じ製造工程
　「Power Race」シリーズのほぼ全種類が、ＭｏｔｏＧＰタイヤと同じＣ３Ｍ製法で製造されます。
　　従来のタイヤ製法では７つの工程が必要でしたが、Ｃ３Ｍ製法では１工程で製造されます。Ｃ３Ｍ製法では
　　一体構造のモールドからタイヤをつくることが可能で、生タイヤと完成品はおなじ形状をしています。これ
　　はトレッドに使われるゴムの位置ずれがなく、きわめて正確に製造できることを意味します。これによって
　　グリップと摩耗のバランスをどれだけ高いレベルで保てるかが決まるため、「Power Race」のような２コン
　　パウンド・テクノロジーを用いたタイヤの製造にはとても大切な要因です。

■　軽量化と低いグルーブレシオにより高いレーシング性能を実現
　「Power Race」のフロントタイヤは非常に軽量でフロントとリアの合計重量も公道使用が認可されているプロ
　　ダクションレースタイヤの中で最も軽量なレベルを実現しています。
　「Power Race」のグルーブレシオを三角レーザー測定法で測ると、フロントもリアも６％強で、プロダクショ
　　ンレースタイヤの中では最も大きな値です。これは「Power Race」がサーキットと公道の両方に対応できる
　　ことを意味しプロダクションレースタイヤとして最も優れた適応性を発揮します。
　　* 110/70ZR17と150/60ZR17を除く。

■　２コンパウンド・テクノロジー（２ＣＴ）を採用！
　 ＭｏｔｏＧＰの技術から生まれた「Power Race」は、トレッドを2つのゾーン
   に分け、それぞれの性能要件に合わせたコンパウンドを使用しています。

＊フロントのミディアム、ミディアムソフト、リアのミディアムは、２ＣＴです。
　フロントのソフト、リアのミディアムソフト、ソフトは単一のコンパウンドで構成されています。

ミシュラン「Power Race」の断面図

推奨空気圧　Front 210 kPa   Rear 190 kPa
ＳＴ２５０　Front 160 kPa   Rear 170 kPa

ミシュラン・タイヤの事は
オートスタジオ・スキルへ

＊ミシュランＨＰ製品ニュース抜粋参照
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